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１．はじめに 
 自社製品開発を指向する中小企業では，製品化の基盤
的技術（デザイン等の商品化技術及びＣＡＤ等の設計高
度化技術）に対する支援が求められている。 
 そこで，中小企業の製品開発において製品開発時間の
短縮，設計の効率化，コストダウン等を支援するために
CAD／CG，光造形等の設計高度化技術及び，商品企画，デ
ザイン等の商品化技術を応用して企業の商品化課題に対
して支援を行ったので報告する。 
 
２．方  法 
 製品開発を支援するコンカレント設計支援システム１） 
を用いて中小企業の製品開発の支援を行った。 
１）３次元ＣＡＤによる外観形状の確認 
２）モックアップモデル(光造形)による細部のチェック 
３）ＣＧによるビジュアルシミュレーション 
 
3.1 福祉用浴槽の製品化支援 
 福祉用浴槽の製品開発支援をＣＡＤ，ＣＧ及び光造形
により行った。 
１）３次元ＣＡＤ／ＣＧによる開発支援 
 製品開発において２次元の設計図（３面図）から製品
の３次元形状や色調，部品の干渉チェック等を判断する
のは容易でない。 
 そこで，３次元ＣＡＤにより製品の３次元化を図り形
状，イメージの確認を行った。 
 また，製品の色調，設置感覚等を頭の中でイメージす
るのは困難である。そこで，ＣＧにより製品の完成予想
の画像をビジュアル化した。ＣＧにより作成した画像を
図１に示す。 

 
図１ ＣＧ画像 

 
２）光造形による開発支援 
 ＣＡＤやＣＧはイメージをビジュアル化するのには有
効であるが大きさ，構造，手触り等を把握するのは容易
でない。そこで，光造形装置でモックアップモデルを作
成した。光造形で作成した浴槽のモデル（倍率１／15）
を図２に示す。 

 
図２ 光造形品 

 
3.2 ＩＣレコーダの支援 
 企業が２次元ＣＡＤで作成したデータをＤＸＦ形式に
変換したデータをネットワークを介して受け取り３次元
ＣＡＤで２次元データを３次元化し曲面，フィレット等
の形状確認を行った。 
 また，製品の色彩イメージ感覚を確認するためにＣＧ
画像を作成した。作成したＣＧ画像を図３に示す。 

 
図３ ＣＧ画像 

 
４．まとめ 
１) ３次元ＣＡＤにより製品形状の検討，確認が出来た。 
２) ＣＧにより製品完成予想のビジュアル化ができ製品
の現実感が増した。 
３) モックアップモデルによる製品の検討が出来た。 
 
５．今後の方向  
１) デザイン開発部保有の技術（商品化技術，設計高度
化技術）を更に業界に役立てる。 
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